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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安や原油安等の恩恵もあり企業収益は概ね順調に改善し、設

備投資の増加や雇用の改善など回復基調で推移しました。しかしながら、中小企業の賃上げの足踏等の影響による個

人消費の伸び悩みおよび中国を始めとする新興国の減速、アメリカの金融政策の正常化等の海外動向を勘案するとそ

の先行きは不透明な状況にあります。

 当社グループの属する情報サービス業界では、クラウドやビッグデータ、IoT／M2M（Internet of Things/Machine 

to Machine）など、新たな技術の利活用に注目が集まってきております。また、ITサービス投資は、金融・製造・小

売などのシステム構築需要の継続により底堅さを維持しておりますが、IT市場全体では低調に推移いたしました。

 また、半導体業界は、先進技術を利用して安全運転を支援する自動車の普及により自動車に搭載するデバイス製品

の需要が堅調に推移しておりますが、スマートフォン市場の減速によりFA機器市場の需要は厳しい状況で推移いたし

ました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高701億75百万円（前年同期比0.7％

増）、営業損失５億64百万円（前年同期は７億24百万円の損失）、経常損失４億40百万円（前年同期は５億82百万円

の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失５億52百万円（前年同期は３億76百万円の損失）となりました。

 当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の状況は次のとおりです。 

 

 情報ネットワークソリューションサービス 

 IT基盤に係るビジネスでは、第２四半期に引続きプライベートクラウド、企業ネットワーク、コンタクトセン

タ、各種デバイスの導入、設計、構築からサービスマネジメントの拡販に取り組みました。また、グローバルコミ

ュニケーションビジネスでは、他ベンダー様との協業等によりビジネス拡大を図り堅調に推移しました。

 公共、金融、製造、鉄道等のお客さま向けにインフラの構築商談や各種ソリューションの提供と運用サービスを

推進し、流通、製造、食品のお客さま向けにはアプリケーション開発を中心としたソリューションビジネスおよび

運用サービスを推進いたしました。

 また、自社開発の中堅市場向けテンプレート※型商品「KitFit（キットフィット）シリーズ」を中心に介護福

祉、不動産、市場（いちば）系の業務ソリューションの拡販と並行してシステム開発におけるソフトウェアの品質

向上に取り組みました。

 この結果、情報ネットワークソリューションサービスにおいては売上高497億48百万円（前年同期比0.4％減）、

営業損失６億25百万円（前年同期は８億55百万円の損失）となりました。 

※テンプレート

 業務用ソフトウェアをパターン化したもの 

 

 電子デバイス 

 半導体ビジネスでは、中国の景気低迷による設備投資の抑制によりFA機器向けカスタムLSI・マイコン・メモリ

の販売が減少しました。一方、車載情報機器向けLCDは、海外において取引が大きく伸長したことにより好調に推

移しました。 

 電子機器ビジネスでは、産業機器向けHDDの主要顧客の需要減少に加え、インフラ機器向け組込サーバの国内案

件が減少したことにより売上が減少しました。 

 この結果、電子デバイスにおいては売上高193億79百万円（前年同期比4.9％増）、営業利益１億27百万円（同

27.7％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末における資産につきましては、前連結会計年度末と比較して77億22百万円減少し、

619億27百万円となりました。この主な要因は、受取手形及び売掛金の減少87億75百万円によるものであります。

 負債につきましては、前連結会計年度末と比較して70億81百万円減少し、413億28百万円となりました。この主な

要因は、支払手形及び買掛金の減少62億71百万円によるものであります。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して６億41百万円減少し、205億98百万円となり、自己資本比率

は33.3％（前連結会計年度末は30.5％）となりました。この主な要因は、利益剰余金の減少６億94百万円によるもの

であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年５月11日に公表しました平成28年３月期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税

等調整額は法人税等に含めて表示しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（４）追加情報

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

 当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っており

ます。当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務

上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）を適用し、当社から信託へ自己株式を処分した時点で処分

差額を認識し、信託から従業員持株会に売却された株式に係る売却差損益、信託が保有する株式に対する当社からの

配当金及び信託に関する諸費用の純額を負債に計上しております。

(1) 取引の概要 

 当社は、当社持株会に加入する従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者とする信託を設定し、当該信託は

５年間にわたり当社持株会が取得すると見込まれる数の当社株式を第三者割当にて取得し、その後毎月一定日に当

社持株会へ売却を行うものであります。信託終了時に、株価の上昇により信託収益がある場合には、受益者たる従

業員の拠出割合に応じて金銭が分配されます。株価の下落により譲渡損失が生じ信託財産に係る債務が残る場合に

は、金銭消費貸借契約の保証事項に基づき、当社が銀行に対して一括して弁済するため、従業員への追加負担はあ

りません。 

(2) 信託が保有する自社の株式に関する事項 

 信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式と

して計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度３億28百万円、709,000株、当第

３四半期連結会計期間２億87百万円、620,000株であります。

(3) 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額 

 前連結会計年度末３億39百万円、当第３四半期連結会計期間２億71百万円 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 15,037 13,378 

受取手形及び売掛金 28,834 20,058 

たな卸資産 8,529 10,729 

繰延税金資産 1,011 1,377 

未収還付法人税等 7 － 

その他 916 1,208 

貸倒引当金 △6 △72 

流動資産合計 54,330 46,680 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,544 1,540 

減価償却累計額 △774 △794 

建物及び構築物（純額） 769 746 

機械装置及び運搬具 8 10 

減価償却累計額 △7 △4 

機械装置及び運搬具（純額） 0 5 

土地 2,225 2,223 

リース資産 1,376 1,487 

減価償却累計額 △587 △771 

リース資産（純額） 788 716 

建設仮勘定 209 456 

その他 795 792 

減価償却累計額 △702 △709 

その他（純額） 92 83 

有形固定資産合計 4,086 4,231 

無形固定資産    

のれん 75 9 

リース資産 880 853 

その他 1,048 936 

無形固定資産合計 2,004 1,799 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,947 5,006 

長期貸付金 108 103 

繰延税金資産 2,475 2,459 

長期預金 300 300 

その他 1,817 1,715 

貸倒引当金 △420 △370 

投資その他の資産合計 9,228 9,215 

固定資産合計 15,319 15,246 

資産合計 69,649 61,927 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 18,084 11,812 

短期借入金 8,217 7,634 

1年内返済予定の長期借入金 87 6,049 

リース債務 747 727 

未払法人税等 507 125 

賞与引当金 2,164 1,109 

受注損失引当金 397 293 

その他の引当金 － 8 

その他 4,331 5,030 

流動負債合計 34,537 32,790 

固定負債    

長期借入金 6,832 1,661 

リース債務 1,224 1,120 

繰延税金負債 1 1 

退職給付に係る負債 5,535 5,541 

長期未払金 235 178 

その他 42 34 

固定負債合計 13,871 8,537 

負債合計 48,409 41,328 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,812 9,812 

資本剰余金 3,764 3,764 

利益剰余金 15,414 14,719 

自己株式 △10,123 △10,084 

株主資本合計 18,868 18,212 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,260 1,280 

繰延ヘッジ損益 － △0 

為替換算調整勘定 116 99 

退職給付に係る調整累計額 995 1,006 

その他の包括利益累計額合計 2,372 2,386 

純資産合計 21,240 20,598 

負債純資産合計 69,649 61,927 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 69,707 70,175 

売上原価 58,888 59,045 

売上総利益 10,818 11,130 

販売費及び一般管理費 11,543 11,695 

営業損失（△） △724 △564 

営業外収益    

受取利息 12 10 

受取配当金 71 83 

保険配当金 76 83 

為替差益 24 11 

その他 107 70 

営業外収益合計 292 259 

営業外費用    

支払利息 106 104 

その他 43 31 

営業外費用合計 149 136 

経常損失（△） △582 △440 

特別利益    

固定資産売却益 36 0 

投資有価証券売却益 2 － 

事業譲渡益 16 － 

退職給付制度終了益 123 － 

特別利益合計 179 0 

特別損失    

固定資産除却損 0 0 

固定資産売却損 － 0 

ゴルフ会員権評価損 － 0 

特別退職金 88 50 

品質関連対策費用 － 53 

和解金 － 266 

特別損失合計 89 371 

税金等調整前四半期純損失（△） △492 △811 

法人税等 △115 △259 

四半期純損失（△） △376 △552 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △376 △552 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純損失（△） △376 △552 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 387 19 

繰延ヘッジ損益 △0 △0 

為替換算調整勘定 89 △16 

退職給付に係る調整額 307 11 

その他の包括利益合計 784 14 

四半期包括利益 407 △538 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 407 △538 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
 

情報ネットワー

クソリューショ

ンサービス 

電子デバイス 計 

売上高              

外部顧客への売上高 49,935 18,475 68,410 1,296 69,707 － 69,707 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
32 263 296 53 349 △349 － 

計 49,968 18,739 68,707 1,350 70,057 △349 69,707 

セグメント利益又は

損失（△） 
△855 175 △679 △62 △742 17 △724 

（注）1 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、空調機器の販売施工や環境装置、計

測制御機器の販売等を含んでおります。 

   2 セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

   3 セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
 

情報ネットワー

クソリューショ

ンサービス 

電子デバイス 計 

売上高              

外部顧客への売上高 49,748 19,379 69,128 1,046 70,175 － 70,175 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
54 227 282 21 303 △303 － 

計 49,803 19,607 69,411 1,068 70,479 △303 70,175 

セグメント利益又は

損失（△） 
△625 127 △498 △73 △571 6 △564 

（注）1 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、空調機器の販売施工や環境装置、計

測制御機器の販売等を含んでおります。 

   2 セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

   3 セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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